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太陽光発電冷房システムを搭載したトラック車両の展示について 
 

 平成２１年１０月１９日 

国土交通省自動車交通局貨物課 

 

 地球温暖化防止のためのＣＯ２排出削減への取組みは喫緊の課題となっており、トラック運送事

業においても、ＣＮＧ自動車等の低公害車や低燃費自動車の導入を促進するほか、エコドライブの

推進等の取組みを進めているところです。こうした状況の中、トラックの荷台の上部に軽量の薄膜

太陽電池を搭載し、春から秋における冷房の電源を太陽光発電により賄うことにより、走行中の燃

費を改善しようとする研究が行われています。 

従来は、運転席の冷房のためには、エンジンを駆動させて発電した電気を供給することが必要で

あったため、納品待ちや休憩中においてもエンジンをかけておく必要がありましたが、これが実用

化されれば、無駄なアイドリングをしなくとも済むため、ＣＯ２の排出が抑制される効果が期待さ

れています。 

 今般、三菱化学グループが研究中の試作車両を下記のとおり展示することとなりましたのでご案

内いたします。 

  

                    記 

 

日 時：平成２１年１０月２２日(木) １２：００～１３：００ 

   ※ 雨天の場合は、翌２３日（金）に延期し、同日が雨天の場合には、さらに２６日（月）に延期します。 

場 所：国土交通省第３号館正面玄関駐車場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概念図】 

蓄電池 

冷房（室外機） 

冷房（室内機）

薄膜太陽電池 

・900Wp 

・厚さ4mm、重量5kg/㎡

制御回路

試作車は、１０tトラック

【連絡先】 自動車交通局貨物課 

  担当：今井、中村 直通：03-5253-8575  内線：41323 


